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サーバ等更新等に係る要求仕様書 

 

一般財団法人日本燃焼機器検査協会 

 

Ⅰ サーバ等更新等に係る概要 

１．現在、一般財団法人日本燃焼機器検査協会（以下「協会」という。）大船本部Ａ館２階に設置

するサーバ４台のうち基幹業務システムサーバを除くサーバ３台、ＵＰＳ３台及びルーター１

台の撤去作業並びに新たに導入するサーバ等の調達・設置作業 

２．サーバ用の各種ソフトの調達、インストール作業、設定作業、データ移行作業及びデータ消

去作業 

３．バックアップ機器（ソフト）、セキュリティ機器（ソフト）、ウイルス対策ソフト等の調達、

インストール作業及び設定作業 

４．その他ネットワーク並びにサーバの運用及び故障に係る保守サービス 

 

Ⅱ 更新等内容 

１．サーバ機  

（１）サーバ機の形状及び納入台数は、次のとおりとする。 

ア 形状 ラックマウント型 

イ 納入台数 ２台 

（２）サーバ機の用途等は、次表のとおりとする。 

※ Jhias09 サーバと NICHINEN_SRV01 サーバは統合する。 

（３）サーバ機の構成、性能等は次のとおりとする。なお、サーバの製造メーカーは、すべて同一

メーカーとすること。 

ア 大船本部 

   （ア）ＡＤ１サーバ 

     ① サーバ機は、原則としてＨＰＥ製、Ｌｅｎｏｖｏ製、ＮＥＣ製、富士通製又は日立製

のいずれかとすること。 

     ② 参考機種（富士通製サーバ及びＵＰＳ）及びその仕様並びにソフトウェア、ライセン

ス及びハード保守については、次表に掲げるとおりとする。なお、提案する機種は、当

更新 
対象 

現  行 
更 新 後 

サーバ名 用途 

〇 Jhias01 
ActiveDirectoryサーバ 
（以下「AD1サーバ」という。） 

ActiveDirectory サーバ 
（以下「AD1サーバ」という。） 

〇 Jhias09 

ActiveDirectoryサーバ 
ファイルサーバ 
（以下「AD2・Fileサーバ」という。） 

ActiveDirectory サーバ 
ファイルサーバ 
（以下「AD2・Fileサーバ」という。） 

○ 
NICHINEN 

_SRV01 
ファイルサーバ 

☓ kkssv 基幹業務システムサーバ 基幹業務システムサーバ 
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該参考機種と同等又はそれ以上の品質及び機能を有する機種であること。 

仕  様  内  容 数量 

PRIMERGY RX1330 M6 ラックベースユニット  

(2.5ｲﾝﾁHDD/SSD×8/400W電源×1) 
1 

Windows Server 2025 Standard(16コア) ダウングレードサービス付き 

Windows Server 2022 Standard インストール 
1 

Xeon プロセッサー 6325P(3.50GHz/4コア/12MB)×1 1 

メモリ-16GB(16GB 4800 UDIMM×1) 2 

RAID設定サービス(RAID1) 1 

ベイ追加オプション(3.5インチストレージ×4) 1 

内蔵 2.5 インチ SAS HDD-300GB(10krpm) 3 

内蔵DVD-ROMユニット(Ultra Slim) 1 

SASアレイコントローラカード(PRAID CP500i) (8ﾎﾟｰﾄ/SAS 12Gbps) 1 

リモートマネジメントコントローラアップグレード 1 

セキュリティチップ 1 

電源ケーブル(AC100V対応/3m)(NEMA 5-15P準拠) 1 

ServerView Suite DVD(Tools) & ドキュメント 1 

KVMケーブル（USB・3m）  （現行のKVMｽｲｯﾁ：PY-KVFA04）  1 

ラックレールキット 1 

高機能無停電電源装置(Smart-UPS SMT 1200RMJ) 1 

PowerChute Serial Shutdown for Business v1.3 1 

SupportDeskパック Standard PRIMERGY 5年 ﾗｯｸｻｰﾊﾞｰ 1 

SupportDesk Standard(Windows Server Standard)5年 1 

SupportDeskパック Standard PRIMERGY 周辺機 5年 UPS 1 

 

   （イ）ＡＤ２・Ｆｉｌｅサーバ 

     ① サーバ機は、原則としてＨＰＥ製、Ｌｅｎｏｖｏ製、ＮＥＣ製、富士通製又は日立製

のいずれかとすること。 

     ② 参考機種（富士通製サーバ及びＵＰＳ）及びその仕様並びにソフトウェア、ライセン

ス及び保守については、次表に掲げるとおりとする。なお、提案する機種は、当該参考

機種と同等又はそれ以上の品質及び機能を有する機種であること。 

仕  様  内  容 数量 

PRIMERGY TX1330 M6 ラックベースユニット 

(2.5ｲﾝﾁHDD/SSD×8/400W電源×1) 
1 

Windows Server 2025 Standard(16コア) ダウングレードサービス付き 

Windows Server 2022 Standard インストール 
1 

Windows Server 2025 10 User CAL 3 

Xeon プロセッサー 6325P(3.50GHz/4コア/12MB)×1 1 

メモリ-16GB(16GB 4800 UDIMM×1) 2 

RAID設定サービス(RAID5) 1 
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仕  様  内  容 数量 

ベイ追加オプション(3.5インチストレージ×4) 1 

内蔵2.5インチケージ付きSAS HDD-1.2TB(10krpm) 4 

内蔵DVD-ROMユニット(Ultra Slim) 1 

SASアレイコントローラカード(PRAID CP500i) (8ﾎﾟｰﾄ/SAS 12Gbps) 1 

セキュリティチップ 1 

リモートマネジメントコントローラアップグレード 1 

電源ケーブル(AC100V対応/3m)(NEMA 5-15P準拠) 1 

ServerView Suite DVD(Tools) & ドキュメント 1 

KVMケーブル（USB・3m）   （現行のKVMｽｲｯﾁ：PY-KVFA04） 1 

ラックレールキット 1 

高機能無停電電源装置(Smart-UPS SMT 1500RMJ) 1 

PowerChute Serial Shutdown for Business v1.3 1 

SupportDeskパック Standard PRIMERGY 5年 ﾗｯｸｻｰﾊﾞｰ 1 

SupportDesk Standard(Windows Server Standard)5年 1 

SupportDeskパック Standard PRIMERGY 周辺機 5年 UPS 1 
 

   （ウ）その他共通要求事項 

① 納入するサーバは、現行の富士通製ラック装置（１９インチラック モデル２７２４

/型名：19R-272A2）に収納・設置が可能なこと。また、現行のディスプレイ及び切替ス

イッチその他既存機器等の流用が可能なこと。なお、既存機機等の流用が難しい場合は、

必要な機器等を調達すること。 

② サーバの騒音値は、３５ｄＢ（Ａ）程度とすること。 

（４）構築・設定作業等 

ア サーバの据付設置、ソフトウェアのインストール及び各種設定を行うこと。 

イ ＡＤ２・Ｆｉｌｅサーバのファイルデータを保存するドライブについて、３ＴＢ分の領域

を確保する措置を講ずること。 

ウ 現行ファイルサーバ内のデータ移行作業、ActiveDirectory 移行作業その他必要に応じて現

行のサーバ環境の移行作業を行うこと。なお、現行サーバ内のデータ容量は、以下のとおりで

ある。 

  Jhias01（AD1サーバ）：６０ＧＢ程度 

  Jhias09（AD2・Fileサーバ）：１８５０ＧＢ程度 

NICHINEN_SRV01（ファイルサーバ）：１００ＧＢ程度 

エ ＡＤ１サーバとＡＤ２・Ｆｉｌｅサーバの ActiveDirectory環境の同期を図ること。 

  オ ハードディスクの故障に備え、ＲＡＩＤを構築すること。なお、具体的な構成等については、

別途打ち合わせとする。 

  カ シャットダウンスケジュールの設定を行うこと。なお、具体的なスケジュールについては、

別途打ち合わせとする。 

  キ シャドーコピーの設定を行うこと。なお、具体的な設定内容については、別途打ち合わせと

する。 
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ク メモリーその他機器のグレードアップに係る部品等については、すべてメーカー純正品（同

一メーカー部品）であり、かつ、保守対応が可能な部品等であること。 

ケ その他サーバの設定等について本仕様書に定めのない事項及び疑義がある事項については、

別途打ち合わせの上作業を行うこと。 
 

２．サーバデータのバックアップ 

（１）バックアップ用のＮＡＳ又はサーバ（以下「ＢＵ装置」という。）及びＬＴＯドライブ又はＲＤ

Ｘドライブの調達・設置及び設定作業を行うこと。 

（２）サーバデータのバックアップ（サーバ更新対象外の kkssv のデータを含む。）の方法は、以下

のいずれかとすること。なお、現行サーバ内のデータ容量は、以下のとおりである。 

 Jhias01（AD1サーバ）：６０ＧＢ程度 

 Jhias09（AD2・Fileサーバ）：１８５０ＧＢ程度 

NICHINEN_SRV01（ファイルサーバ）：１００ＧＢ程度 

kkssv（基幹業務システムサーバ）：１９０ＧＢ程度 

ア 各サーバからＢＵ装置に一旦バックアップを行った後、さらに当該ＢＵ装置内のサーバデー

タをＬＴＯドライブ又はＲＤＸドライブにバックアップを行う方法。なお、ＬＴＯドライブ又

はＲＤＸドライブにバックアップされたデータは、イミュータブルデータとすること。 

イ 各サーバからＮＡＳでイミュータブルバックアップを行うとともに、各サーバからＬＴＯド

ライブ又はＲＤＸドライブに通常のバックアップを行う方法 

（３）各サーバからＢＵ装置にバックアップを行う際のバックアップソフトの仕様は、次表のとおり

とする。 

   仕 様 内 容 数量 

Arcserve UDP 10 Advanced Edition – Server 3 

（４）ＢＵ装置からＬＴＯドライブにバックアップを行う際のバックアップソフトの仕様は、次表の

とおりとする。 

   仕 様 内 容 数量 

Arcserve Backup 19.0 for Windows Base with Disaster Recovery Option 

又は Arcserve UDP 10.x Premium Edition - Socket 
1 

（５）ＢＵ装置からＲＤＸドライブにバックアップを行う際のバックアップソフトの仕様は、次表の

とおりとする。 

   仕 様 内 容 数量 

Arcserve UDP 10 Advanced Edition – Server 1 

（６）各サーバからＬＴＯドライブにバックアップを行う際のバックアップソフトの仕様は、次表の

とおりとする。 

   仕 様 内 容 数量 

Arcserve Backup 19.0 for Windows Base with Disaster Recovery Option 

又は Arcserve UDP 10.x Premium Edition - Socket 
3 

（７）バックアップスケジュール等は、別途打ち合わせとするが、原則として以下に掲げるバックア

ップスケジュールの設定が可能な製品であること。 

 



 

- 5 - 

 

   ＜参考＞ ① Jhias01、Jhias09及び kkssvの現状のバックアップスケジュール 

月曜日から金曜日のデータのバックアップをそれぞれ行い、翌週以降は当該各

曜日のデータをそれぞれ上書きする。 

        ② NICHINEN_SRV01 

月曜日から金曜日及び原則として毎月１０日のデータのバックアップをそれ

ぞれ行い、翌週以降は当該各曜日又は当該１０日のデータをそれぞれ上書きする。 

（８）バックアップ運用方針の変更、不具合等に対応できるよう運用保守サポートを受けることがで

きること。また、運用保守サポートの窓口及び提供は、落札者のサポート担当とすること。 

（９）その他バックアップの設定について本仕様書に定めのない事項及び疑義がある事項については、

別途打ち合わせの上作業を行うこと。 
 

３．セキュリティ機器 

（１）セキュリティ機器として、ＵＴＭ及びセキュリティスイッチングＨＵＢの調達、設置及び設定

を行うこと。 

（２）ＵＴＭ及びセキュリティスイッチングＨＵＢの仕様は、次のとおりとする。なお、参考機種は

次表のとおりとし、提案する機種は、当該参考機種と同等又はそれ以上の品質及び機能を有する

機種であり、出張修理が可能なメーカーの製品であること。 

セキュリティ機器 仕 様 内 容 数量 

ＵＴＭ FortiGate製品 １ 

セキュリティＨＵＢ SubGate SG2512GX-O １ 

（３）ＵＴＭ（FortiGate 製品）の機能として、アンチウイルス機能、アンチスパム機能、不正侵入

防止（ＩＰＳ）機能、Ｗｅｂフィルタリング機能、アプリケーション制御機能、アンチボットネ

ット機能及びクラウドサンドボックス機能を有していること。 

（４）ＵＴＭ（FortiGate 製品）は、ネットワークに接続するパソコン、タブレット及びスマートフ

ォン（以下「パソコン等」という。）の総数及び想定される最大同時接続台数に見合った適正な機

種とすること。 

   接続するパソコン等の総数：８０台程度 

   想定される最大同時接続台数：４８台程度 

（５）セキュリティポリシーの変更、機器の不具合等に対応できるよう運用保守サポートを受けるこ

とができること。また、運用保守サポートの窓口及び提供は、落札者のサポート担当とすること。 

（６）前記の運用保守サポートには、危険な兆候を通知するメール通知及び月次セキュリティレポー

トの提供を含めること（ＵＴＭに限る。）。 

（７）その他セキュリティ機器の設定について本仕様書に定めのない事項及び疑義がある事項につい

ては、別途打ち合わせの上作業を行うこと。 
 

４．ルーター 

（１）ルーターの調達、設置及び設定を行うこと。なお、前記の「３．セキユリティ機器」に記載す

るＵＴＭが、ルーター機能を有しており、その機能を代替できる場合は、ルーターの調達は不要

とする。 

（２）ルーターの仕様は、次のとおりとする。なお、参考機種（富士通製）は次表のとおりとし、提
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案する機種は、当該参考機種と同等又はそれ以上の品質及び機能を有する機種であり、出張修理

が可能なメーカーの製品であること。 

仕 様 内 容 数量 

Si-R G110BプレインストールモデルV4 1 

（３）インターネット接続が行えるよう設計及び設定を行うこと（原則として現行と同様の設定内容

とする。）。 

（４）その他ルーターの設定について本仕様書に定めのない事項及び疑義がある事項については、別

途打ち合わせの上作業を行うこと。 

（５）その他現在の設定・回線状況は、以下のとおりである。 

ア 固定グローバルＩＰアドレスの利用：なし 

イ ファイアウォールの設定：あり 

ウ 回線の種別：光回線 
 

５．サーバ用ウイルス対策ソフト 

（１）サーバ用ウイルス対策ソフトの調達、各サーバ（サーバ更新対象外の kkssv サーバを含む。）

へのインストール、各種設定等を行うこと。なお、サーバ用ウイルス対策ソフトの仕様は、次表

のとおりとする。 

仕 様 内 容 数量 

NGAV機能、EDR機能及びMDR機能を備えたものであること。 ※ 4 

    ※ ＢＵ装置がＮＡＳの場合は３とする。 

（２）セキュリティポリシーの変更、機器の不具合等に対応できるよう運用保守サポートを受けるこ

とができること。また、運用保守サポートの窓口及び提供は、落札者のサポート担当とすること。 

（３）その他セキュリティ機器の設定について本仕様書に定めのない事項及び疑義がある事項につい

ては、別途打ち合わせの上作業を行うこと。   

 

Ⅲ 保守サービス 

１．保守サービスの実施 

ネットワーク及びサーバ更新対象外である kkssvサーバを除く各サーバ運用に関する保守サー

ビス（ルーターの運用・設定変更を含む。）を実施すること。 

２．保守サービスの概要 

（１）ネットワーク及びサーバ運用に関する電話、ＦＡＸ又はメールによるＱ＆Ａ対応 

（２）サーバを主体とした機器について、当協会が実施する設定変更等の作業に関する技術支援 

（３）ネットワーク及びサーバ運用について、何らかの障害が発生した場合における当該障害の調

査及び復旧に関する支援 

（４）前記（１）から（３）のサービス実施に際し、電話等でのトラブル解決、障害復旧等が不可

能な場合における現地訪問による対応 

３．保守サービスの実施時間 

   保守サービスの実施時間は、当協会及び保守サービス実施会社の休日を除く通常営業日の９時

から正午及び１３時から１７時（以下単に「通常営業日」という。）までとすること。ただし、保
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守サービス実施会社の都合により、通常営業日に保守サービスを提供することができない場合は、

割増料金の発生なく月額の保守料金の範囲内において、休日又は正午から１３時までの間に保守

サービスを行うこと。また、緊急やむを得ない場合又は通常営業日に保守サービスを行うことに

より、当協会の業務運営に著しい影響を生じさせる場合における保守対応も同様とすること。な

お、この場合における保守サービスの費用については、原則として月額の保守料金の範囲内とす

るが、必要に応じて別途打ち合わせにより決定する。 

４．保守サービスの対応限度時間 

   保守サービスの対応時間は、１月当たり８時間以上とすること。なお、限度時間を超えたとき

に別途費用が発生する場合は、当該限度時間及びその費用（１時間当たりの単価）体系等を記載

すること。 

５．保守サービス対応の窓口 

   保守サービス対応の窓口を一本化するとともに、原則として保守サービスを行う担当者を設定

すること。 

６．機密保持条項 

   保守サービス契約書に機密保持条項に関する規定を設けること。 

 ７．その他 

   障害発生の理由が基幹業務システムの不具合によるものであることが明らかである場合を除

き、何らかの障害が発生した場合は、当該保守サービスを請け負う会社が、当該障害の切り分け

を行うこと。また、当該保守サービスを請け負う会社と基幹業務システムの保守会社は、障害復

旧のためお互い協力して真摯にその解決に努めること。 

 

Ⅳ データ消去 

１．現行サーバ（Jhias01、Jhias09及び NICHINEN_SRV01）のデータ消去を協会担当者立ち会いのも

とで行うとともに、当該消去に係る証明書を協会に提出すること。 

２．協会担当者の立ち会いが難しい場合は、前項の証明書とともに、実際に消去作業を行っている

写真等データ消去が確実に行われたことが確認できる記録を協会に提出すること。 

３．データ消去の方法は、データ抹消ソフトウェア（元のデータに異なるランダムなデータを複数

回上書きすることによりデータを抹消するソフトウェア）を利用した一般的な方法により行うこ

と。 

 

Ⅴ 入札方法 

１．原則として電子入札とする。なお、詳細については、当協会ホームページの入札情報を参照の

こと。 

２．入札見積書の提出期限は、令和７年１１月１４日（金）午後３時までとし、指定した日時を

経過した場合は無効・失格とする。なお、提出方法は、電子メール（原則としてＰＤＦファイ

ルとする。）、郵送又は直接持参（厳封）のいずれかとし、あらかじめ見積書の提出方法を当協

会に通知すること。 

３．見積書には、明細を添付すること。 
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４．リース会社提出用として、本入札用の見積書以外に、当協会が指示する見積書（リース契約の

対象となる費用のみを記載したもの）を直ちに提出すること。 

 

Ⅵ 落札会社の決定方法 

「Ⅲ 保守サービス」の４に記載する保守サービスの対応限度時間及びこれを超えたときに発

生する別途費用を考慮した上、原則として次の①から④までの合計の金額が最も安価であり、か

つ、本仕様を満たしている会社を落札会社とする。 

   ① 「Ⅰ 更新内容」に記載する費用 

ａ 「１．サーバ機」に記載するハード、ソフトウェア、ライセンス及び保守費用（５年）

並びに構築・設定に係る一切の費用 

    ｂ 「２．サーバデータのバックアップ」に記載する次に掲げる費用 

（ａ）ＢＵ装置のハード、ライセンス及び運用保守（５年）並びに構築・設定に係る

一切の費用 

（ｂ）ＬＴＯドライブ又はＲＤＸドライブのハード、ライセンス及び運用保守（５年）

並びに構築・設定に係る一切の費用 

（ｃ）バックアップソフトの調達、、インストール及び設定並びに利用・保守料（月額

費用×６０月）に係る一切の費用 

    ｃ 「３．セキュリティ機器」に記載するハード、ライセンス、運用保守（５年）、設定等に

係る一切の費用 

    ｄ 「４．ルーター」に記載するハード及び設定に係る一切の費用 

    ｅ 「５．サーバ用ウイルス対策ソフト」の調達、インストール及び設定並びに利用・保守

料（月額費用×６０月）に係る一切の費用 

   ② 「Ⅲ 保守サービス」に記載する保守費用（月額費用×６０月） 

   ③ 「Ⅳ データ消去」に記載するデータ消去に係る一切の費用 

   ④ その他搬入設置費用等上記①から③以外に費用が発生する場合はその費用 

 

Ⅶ 納入場所及び納入等 

１．納入場所 

   神奈川県鎌倉市大船１７５１番地 

   一般財団法人日本燃焼機器検査協会 Ａ館１階、２階又は３階（エレベーターあり） 

２．納入期限等 

（１）納入品の納入期限は、原則として令和８年３月３１日（火）とする。 

（２）納入期限までに本格稼働できるようすべての設定作業を完了すること。 

（３）更新に係る設定作業等は、令和８年１月１９日(月)～令和８年３月３１日(火)までの間に行

うこと。 

（４）協会の通常営業日に更新作業を実施する場合は、協会業務に支障を生じさせないよう十分に

配慮するものとし、１日の作業時間は、原則として午前８時４５分から午後５時までとするこ

と。 
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（５）サーバのデータ移行その他協会の通常営業日に作業ができないものについては、協会の休業

日に作業を行うこと。この場合における作業時間は、原則として午前８時から午後５時までと

すること。 

（６）その他具体的な作業日程は、別途打ち合わせとすること。 

 

Ⅷ その他 

１．リース導入 

   当該入札に係る物件については、リースで導入することとし、リース会社については、別途入

札を行い、これを決定する。ただし、データ消去に係る費用、運用保守サービスに係る費用その

他毎月発生する費用等については、別途落札会社に直接支払うものとする。 

 ２．秘密保持 

   本業務の実施により知り得た協会のネットワーク情報その他一切の情報については、本業務を

遂行する目的でのみ使用し、外部に漏らしてはならない。また、本業務終了後も同様とする。 

 

Ⅸ 問い合わせ先（担当者） 

   総務部 小田 信一郎 

   〒２４７－００５６ 神奈川県鎌倉市大船１７５１番地 

   ＴＥＬ：０４６７－４５－６３１３  ＦＡＸ：０４６７－４５－６９６８ 

   Ｅ－ｍａｉｌ：ｏｄａ＠ｊｈｉａ．ｏｒ．ｊｐ 

 

以 上 


